
 クラス全体を通して、学生は「タイト」と「ルーズ」の文化、ホフステードの国民文化6次元モデル、愛国

心とナショナリズムの考え、多くの社会歴史的要因、礼儀正しさと社会規範の様々な概念のレンズを通し

て、「西洋」と「東洋」、又は日本の文化を超えて、人間、国民と個人のアイデンティティに影響を与える

要因を探求する機会が与えられる。クラス内の主要な課題として、学生は「奇妙な」と見なした文化的行動

を選択し、上記の視点の選択、または自分で選んだ分析の視点を通じて理解しようとした。これらの調査

は、学生が制作したビデオプロジェクトとクラスディスカッションの基礎を形成した。

異文化間の対話を促進することを目的とした盛岡短期大学部の豊富で多様なクラスと共に、これらのクラス
は、文化的行動を本質的に「正しい」と「間違っている」または「正常な」および「奇妙な」ものとして見
ることではなく、より微妙な意見や行動の違いに対して、情報に基づいた他者への共感のアプローチを発展
させる。これにより、将来異文化環境に適用する為の体験が、学生に提供されることを願っている。

8 多文化視点ピラミッドを活用して原則10を促進すること

   原則10：　異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く

“I contain multitudes.” 「私の中にはいろんな面がいっぱいあるんだ。」ウォルト・ホイットマンはそ
う書いた。ボブ・ディランはそう唄った。それから我々も、自分のことについてだけではなく、他人

のことを考える時でもこの言葉が頭の中に響き続けたら良い。

　全世界の人々はある意味で家族だと言えるが、お互いに対する不寛容が出し抜けに生まれることも少な
くはない。多種多様な人々と出会ったり、目新しい経験を積んだりしていくにつれて、誰しもが先入観が
消えてより心を開いた人間になれるだろうと思うが、そういった日常がなかなか難しい環境においては、
まず自分自身の中の多様性を発見し、我々人類の絶え間なく変わる本質に気付く明確な方法が偏見に対す
る武器となる。たとえ数人の文化を全体的に分析してみても、世界中の人々との共通点がいくつか見つか
り、独自の特徴も現れ、結局この様な結果に辿り着く：我々は同じことをやっているが、やり方だけが異
なるのだ。その上、人間といえば、風が変わるだけで態度も大きく変わり得るように矛盾だらけの者だ
し、価値観や信念をはじめ、存在感やアイデンティティでさえ常に変化していく。自分を含めて誰にでも
色々な面が沢山あるのだと自分に言い聞かせて交流すること。
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　この右のイメージは、Pyramid of Cultural Perspective (PCP:

多文化視点ピラミッド) という、上記の「本質に気付く明

確な方法」に関係する略図である。本学では、各個人がど
れだけ多文化から構成されるかを教えるためには勿論、さ
らに様々な文化に関わるディスカッションや課題、思考実
験等においても、貴重で思い出しやすい視覚教材である。
私の経験に照らし合わせてみると、教室では文化に関する
意見交換をする場合（特に比較文化か国際問題についての
話し合い）、学生はある文化をただ一つだけの視点から考
える状態に陥ってしまう傾向がある。例えば、ある人々を
一つの集団として考えても、個人個人として考えても国民
文化視点からしか見えなくなり、学生が持つその国の大雑
把な文化イメージを例の人々のあらゆる面に当てはめてし
まう。

　もちろん、この様に「外」の人間を狭い視点からしか見ないというのは学生に限られた事ではなく、年齢
や社会経験を問わず、日々の喧騒により何においても様々な角度から考察してはいけないため、よく知って
いる「内」の人間に比べて「外」の人や文化を単純にカテゴリー化してしまう傾向にある。だからこそ本学
では、多文化視点ピラミッドを授業などで参考にすればするほど、日常生活でも無意識のうちに、自然に多
様な視点からより寛大に同胞と付き合える事を私は望んでいる。ピラミッドの頂点にある普遍文化視点から
考えると、どの文化でも「家族」という概念、通過儀礼や音楽等という共通点が多く見つかり、そして各段
階を降りていくとともに少しずつ共通点よりも特徴や相違点が表れ、より各文化・各個人の関係の全体像を
把握でき、何よりも遠い「外」と身近な「外」に対する不寛容と無知が少しでも多く、寛大と好奇心に置き
換えられるだろう。
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